
１　一般会計

（１）収入状況（歳入）

（単位：千円,％）

当初予算額
補正予算額
及び予備費

充用

継続費及び
繰越事業費
繰 越 財 源
充　 当　 額

予算現額 収入済額
予　算　に
対　す　る
収入割合

1 町 税 1,447,378 0 0 1,447,378 910,889 62.93%

2 地 方 譲 与 税 28,296 0 0 28,296 8,639 30.53%

3 利 子 割 交 付 金 768 0 0 768 928 120.83%

4 配 当 割 交 付 金 10,598 0 0 10,598 5,375 50.72%

5 株 式 等 譲渡 所 得 割 交 付金 16,648 0 0 16,648 0 0.00%

6 法 人 事 業 税 交 付 金 27,956 0 0 27,956 12,382 44.29%

7 地 方 消 費 税 交 付 金 239,635 0 0 239,635 181,162 75.60%

8 自 動 車 税環 性 能 割 交 付金 3,973 0 0 3,973 1,300 32.72%

9 地 方 特 例 交 付 金 13,203 676 0 13,879 13,879 100.00%

10 地 方 交 付 税 1,466,000 209,948 0 1,675,948 1,165,608 69.55%

11 交 通 安 全対 策 特 別 交 付金 606 0 0 606 407 67.16%

12 分 担 金 及 び 負 担 金 24,450 0 0 24,450 10,523 43.04%

13 使 用 料 及 び 手 数 料 27,269 0 0 27,269 12,821 47.02%

14 国 庫 支 出 金 780,756 50,921 61,095 892,772 228,873 25.64%

15 県 支 出 金 385,661 13,185 0 398,846 28,828 7.23%

16 財 産 収 入 1,379 0 0 1,379 1,318 95.58%

17 寄 附 金 400,101 0 0 400,101 190,894 47.71%

18 繰 入 金 650,538 4,753 0 655,291 484,425 73.93%

19 繰 越 金 80,000 253,827 29,147 362,974 362,974 100.00%

20 諸 収 入 190,654 2,400 0 193,054 7,411 3.84%

21 町 債 737,900 38,100 127,200 903,200 0 0.00%

6,533,769 573,810 217,442 7,325,021 3,628,636 49.54%

※　表示未満四捨五入のため合計が一致しない場合もある。

（２）支出状況（歳出）

（単位：千円,％）

当初予算額
補正予算額
及び予備費

充用

継続費及び
繰越事業費
繰　 越　 額

予算現額 支出済額
予　算　に
対　す　る
支出割合

1 議 会 費 72,273 △ 351 0 71,922 37,452 52.07%

2 総 務 費 1,085,195 504,572 7,062 1,596,829 346,323 21.69%

3 民 生 費 1,961,000 20,555 6,044 1,987,599 790,702 39.78%

4 衛 生 費 1,012,984 16,334 103,681 1,132,999 636,964 56.22%

5 農 林 水 産 業 費 170,504 △ 3,106 59,780 227,178 64,351 28.33%

6 商 工 費 13,738 0 0 13,738 6,944 50.55%

7 土 木 費 694,856 22,362 40,875 758,093 361,983 47.75%

8 消 防 費 340,059 0 0 340,059 157,551 46.33%

9 教 育 費 765,111 4,444 0 769,555 293,070 38.08%

10 災 害 復 旧 費 6,852 0 0 6,852 1,203 17.56%

11 公 債 費 401,197 0 0 401,197 196,827 49.06%

12 予 備 費 10,000 0 0 10,000 0 0.00%

6,533,769 564,810 217,442 7,316,021 2,893,370 39.55%

※　表示未満四捨五入のため合計が一致しない場合もある。

Ⅰ　収入及び支出の概況

区　　　　分

歳　　入　　合　　計

区　　　　分

歳　　出　　合　　計

(令和7年9月30日現在)



２　特別会計・公営企業会計

　収入（歳入）・支出（歳出）状況
（単位：千円,％）

当初予算額 補正予算額

継続費及び
繰越事業費
繰 越 財 源
充　 当　 額

予算現額
収入及び
支出済額

予　算　に
対　す　る
収入割合

歳　　　　入 1,115,034 2,949 0 1,117,983 369,655 33.06%

歳　　　　出 1,115,034 2,949 0 1,117,983 366,928 32.82%

歳　　　　入 1,362 121 0 1,483 1,601 107.96%

歳　　　　出 1,362 121 0 1,483 0 0.00%

歳　　　　入 222,112 2,067 0 224,179 77,288 34.48%

歳　　　　出 222,112 2,067 0 224,179 73,580 32.82%

歳　　　　入 30,003 32,411 0 62,414 24,806 39.74%

歳　　　　出 30,003 32,411 0 62,414 38 0.06%

歳　　　　入 1,296,544 39,582 0 1,336,126 581,208 43.50%

歳　　　　出 1,296,544 39,582 0 1,336,126 530,606 39.71%

歳　　　　入 5,380 153 0 5,533 3,164 57.18%

歳　　　　出 5,380 153 0 5,533 543 9.81%

水道事業収益 269,118 △ 480 0 268,638 80,181 29.85%

水道事業費用 269,005 △ 782 9,900 278,123 70,014 25.17%

資本的収入 18,240 0 0 18,240 5,097 27.94%

資本的支出 102,905 62 68,090 171,057 9,979 5.83%

公共下水道事業収益 435,197 172 0 435,369 233,193 53.56%

公共下水道事業費用 371,693 172 0 371,865 35,251 9.48%

資本的収入 237,837 117 0 237,954 57,277 24.07%

資本的支出 440,147 117 175,133 615,397 110,142 17.90%

公共下水道事業会計

区　　　　分

国民健康保険特別会計

育英奨学資金給与特別会計

水道事業会計

介護老人保健施設特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

町営墓地特別会計



１　税の負担状況（普通税）

予算現額 収入済額 予算現額 収入済額

1 町民税 630,710 304,443 58,638 28,304 135,637 65,472

個人 478,700 247,868 44,505 23,045 102,946 53,305

法人 152,010 56,575 14,133 5,260 32,690 12,167

2 固定資産税 707,645 588,591 65,791 54,722 152,182 126,579

純固定資産税 707,645 588,591 65,791 54,722 152,182 126,579

交付金及び納付金 0 0 0 0 0 0

3 軽自動車税 47,134 46,302 4,382 4,305 10,136 9,957

4 町たばこ税 61,889 29,754 5,754 2,766 13,309 6,399

1,447,378 969,090 134,565 90,097 311,264 208,406

※　表示未満四捨五入のため合計が一致しない場合もある。

人口数　　 10,756人

世帯数　　 4,650世帯

合　　　　計

Ⅱ　住民の負担の状況

住民負担額（円）

１人あたり １世帯あたり
予算現額
(千円）

収入済額
(千円）

区　　　分

(令和7年9月30日現在)



１　公有財産

（１）土地及び建物

①一般会計 （単位：㎡）

②介護老人保健施設特別会計 （単位：㎡）

③町営墓地特別会計 （単位：㎡）

（２）出資による権利

（単位：千円）

合　　　　計

4,414

17,223

0

49,508

100,022

846

408

14,355

0

698,649 37,377

187,799

学 校

公 営 住 宅

公 園

340,785

山 林 そ の 他

合　　　　計

土　　　地

0

0 0

Ⅲ　財産、公債及び一時借入金の現在高
(令和7年9月30日現在)

そ の 他 の 施 設

建　　　物区　　　　分

16,121 4,545本 庁 舎

消 防 施 設

そ の 他 の 施 設
そ の 他 の 行 政 機 関

公 共 施 設

269

600

213

里 庄 町 公 共 下 水 道 事 業 出 資 金

地 方 公 営 企 業 等 金 融 機 構 出 資 金

笠 岡 放 送 ( 株 ） 出 資 金

( 公 財 ) 岡 山 県 動 物 愛 護 財 団 出 捐 金

809,116

589,839

600

（ 公 社 ） お か や ま の 森 整 備 公 社 出 資 金 100

( 公 財 ) 岡 山 県 林 業 振 興 基 金 出 捐 金

( 公 財 ) 岡 山 県 健 康 づ く り 財 団 出 捐 金

科 学 振 興 仁 科 財 団 出 捐 金

737

10,000

40

203,000

現在高

452

629（公財）岡山県農林漁業担い手育成財団出捐金

( 公 財 ) 岡 山 県 郷 土 文 化 財 団 出 捐 金

（ 一 社 ） 岡 山 県 畜 産 協 会 出 捐 金

岡 山 県 農 業 信 用 基 金 協 会 出 捐 金

岡 山 県 信 用 保 証 協 会 出 捐 金

区　　　　分

( 公 社 ) 岡 山 県 防 犯 協 会 出 捐 金

247

240

430

1,720

(公財)岡山県暴力追放運動推進センター出捐金

里 庄 町 土 地 開 発 公 社 出 資 金

建　　　物

4,104 3,900

区　　　　分 土　　　地 建　　　物

公 共 施 設 そ の 他 の 施 設 6,148 18

区　　　　分 土　　　地

公 共 施 設 そ の 他 の 施 設



２　物品

（１）一般会計

（単位：台）

（２）特別会計・公営企業会計

①介護老人保健施設特別会計 （単位：台）

（単位：台）

（単位：台）

（単位：台）

1

ト ラ ッ ク 1

合　　　　計 2

マ イ ク ロ バ ス 1

1自 動 車

箱 形 バ ン

ト ラ ッ ク

軽 四

電 気 自 動 車

ポ ン プ

6

消 防

合　　　　計

14

14

1

積 載 車

指 令 車

④水道事業会計

合　　　　計 5

②介護保険特別会計

区　　　　分 現在高

軽 四 乗 用 車 1

③公共下水道事業会計

軽 四

区　　　　分 現在高

軽 四
箱 形 バ ン

1

1

乗 用 車

ト ラ ッ ク

区　　　　分 現在高

3
普 通

乗 用 車 1

区　　　　分 現在高

箱 形 バ ン 1

区　　　　分 現在高

普 通
乗 用 車 1

箱 形 乗 用 車 2

軽 四
乗 用 車 1

箱 形 バ ン 1

12

55



３　基金

（１）一般会計

（単位：千円）

（２）特別会計・公営企業会計

（単位：千円）

４　町債

（１）一般会計

（単位：千円）

180,596

1,304

現在高

1,837,755

269,184

臨 時 財 政 対 策 債 1,586,398

減 税 補 て ん 債

21,183

21,183土 木 ・ 農 林

その他 1,598,517

災害復旧債

0臨 時 財 政 特 例 債

1,797

消 防

庁 舎

教 育

土 木

普通債

2,513,085

区　　　　分 現在高

249,049

国民健康保険特別会計

692,921

介護保険特別会計

財 政 調 整 基 金

介護老人保健施設特別会計

財 政 調 整 基 金

合　　　　計

介 護 給 付 費 準 備 基 金 112,021

い き い き 里 庄 基 金

82,000

教 育 施 設 整 備 改 修 基 金 241,785

土 地 開 発 基 金 103,020

環 境 整 美 基 金 50,393

古 山 基 金 10,084

ス ポ ー ツ 振 興 基 金

58,937

243,418

259,181

ふ る さ と 保 全 基 金 57,600

文 化 振 興 基 金 373,235

減 債 基 金

開 発 基 金

地 域 振 興 基 金

森 林 環 境 譲 与 税 基 金

区　　　　分 現在高

879,072

100,000

合　　　　計

652,616

区　　　　分

3,457,455

6,617民 生

421,123

306,315

衛 生

農 林 水 産

0

0

商 工

文 化 ホ ー ル

減 収 補 て ん 債 10,322

未 来 を 拓 く ふ る さ と ま ち づ く り 基 金 50,000

4,360

財 政 調 整 基 金



（２）特別会計・公営企業会計

（単位：千円）

５　一時借入金

（１）一般会計

なし

(２)特別会計・公営企業会計

なし

区　　　　分 現在高

公 営 企 業 債 1,021

3,306,471下 水 道 事 業 債

水道事業会計

公共下水道事業会計



R2 R3 R4 R5 R6
0

5億円
10億円
15億円
20億円
25億円
30億円
35億円
40億円

0.2億円

36.0億円

35.4億円 34.7億円 34.0億円 34.2億円 34.0億円

37.6億円 36.1億円 34.7億円 36.4億円

0.1億円 0.1億円 0.1億円 0.1億円

R2 R3 R4 R5 R6
0

5億円

10億円

15億円

20億円

25億円

30億円

35億円

23.2億円
26.5億円 28億円 30億円 29.9億円

　年度を越えて返済する借入金を“地方債”といい
ます。令和６年度末の残高(元金のみ）は、普通会計
と水道・下水道会計あわせて約70.5億円です。ただ
しこのうち40.1億円（元金のみ）は、今後普通交付
税措置（基準財政需要額に算入）される見込みと
なっています。

地方債
町の借金残高は約70.5億円

　令和６年度決算の概要がまとまりました。普通会計の決算額（国の行う地方財政状況調査による）は、
歳入総額71億8，124万円、歳出総額68億1，381万円で、詳細は円グラフのとおりとなっています。
　（普通会計は、一般会計、育英奨学資金給与特別会計および町営墓地特別会計です。ただし、令和６年
度地方財政状況調査において、他会計で歳入・歳出すべき一部の事業費を他会計決算額へ振り替え、普
通会計で歳入・歳出すべき一部の事業費を普通会計決算額へ振り替えており、また、普通会計内での繰
入・繰出を除いているため、３会計の決算額の合計とは一致しません。）

　令和６年度は、町税が
7.4%（1.1億円）の減少、国
庫支出金が17.3%（1.4億
円）の増加、地方交付税が
10.7%（1.6億円）の増加、寄
附金が11.6%（0.6億円）の
増加となりました。
　また、地方債が138.7%
（3.2億円）増加し、歳入総額
は前年度比15.0%（9.3億
円）の増加となりました。

　法律や条例に基づき設置し積み立てた貯金を“基
金”といい、特定の目的に活用するため積み立てた
特定目的基金を含め、普通会計では14の基金を設
置しています。令和６年度末の残高は約29.9億円
で、令和５年度末よりも約0.1億円減少しました。

　令和６年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は次のとおりです。『地方公共団体の財政の健全
化に関する法律』に基づき算定した各指標が基準を超えた場合、財政健全化に向けての取組みが義務づけられて
います。
　いずれも基準を下回っており、財政状況は前年度に引き続き健全な数値となっています。

普通会計

会計別決算状況　今年度も全会計が黒字

基金（普通会計）
町の貯金残高は約29.9億円

健全化判断比率・資金不足比率　引き続き財政状況は健全

歳入総額　71億8,124万円

歳出総額　68億1,381万円

令和６年度決算

歳入の特徴

　令和６年度は、物件費が13.6%
（1.3億円）の増加、補助費等が
11.0%（1.1億円）の増加、積立金
が17.8%（0.9億円）の増加、普通
建設事業費が56.4%（2.7億円）増
加し、歳出総額では前年度比
16.2%（9.5億円）の増加となりま
した。
　義務的経費である人件費が
10.2%（0.9億円）の増加、扶助費
が18.5%（2.1億円）増加してお
り、財政の硬直化が懸念されます。

歳出の特徴

自主財源

町税
13億9,111万円
（19.4％）

9億2,731万円
（13.6%）

人件費
9億2,731万円
（13.6%）

13億4,401万円
（19.7%）

扶助費
13億4,401万円
（19.7%）

繰越金
3億8,554万円
（5.4%）
繰入金
5億8,159万円
（8.1%）

繰入金
5億8,159万円
（8.1%）
分担金および負担金
9,474万円（1.3%）
分担金および負担金
9,474万円（1.3%）
諸収入
1億204万円（1.4%）
諸収入
1億204万円（1.4%）
使用料・手数料
2,857万円（0.4%）
使用料・手数料
2,857万円（0.4%）
財産収入・寄附金
6億288万円（8.4%）
財産収入・寄附金
6億288万円（8.4%）

依存財源

地方特例交付金
6,934万円（1.0%）
利子割交付金など
6,217万円（0.8%）

地方交付税
16億6,798万円
（23.2%）

国庫支出金
9億4,791万円
（13.2%）

地方債
5億5,717万円

（7.8%）

県支出金
3億6,688万円

（5.1%）

地方消費税交付金
2億9,324万円（4.1%）

地方譲与税
3,008万円（0.4%）

歳入

繰出金
4億5,152万円（6.6%）

義務的経費
消費的経費

投資的経費

その他経費

物件費
11億1,764万円
（16.4%） 公債費

3億9,842万円
（5.9%）維持補修費

6,169万円（0.9%）

普通建設事業費
7億4,887万円
（11.0%）

補助費等
11億2,580万円

（16.5%）

災害復旧費
1,548万円（0.2%）

積立金
5億7,653万円（8.5%）

投資出資・貸付金
4,654万円（0.7%）

歳出
（性質別）

国 民 健 康 保 険
育 英 奨 学 資 金 給 与
介 護 老 人保 健 施 設
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
町 営 墓 地

会 計 区 分
一 般 会 計

歳　入
71億8,894万円
10億4,654万円

148万円
8,217万円

13億2,049万円
2億1,026万円

587万円

歳　出
68億2,597万円
10億3,203万円

－
6,736万円

12億7,681万円
2億1,022万円

289万円

差　引
3億6,297万円
1,451万円
148万円
1,481万円
4,368万円

4万円
298万円

収 益 的
資 本 的
収 益 的
資 本 的

水 道 事 業

公共下水道事業

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで補てんしました。

特
別
会
計

公 営 企 業 会 計 収　入
2億6,023万円
2,993万円

4億4,122万円
3億3,598万円

支　出
2億4,539万円
1億2,440万円
3億3,257万円
5億7,680万円

差　引
1,484万円
△9,447万円
1億865万円

△2億4,082万円

健全化判断比率
実 質 赤 字比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

里庄町
－

－

8.0%
－

早期健全化基準
15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

財政再生基準
20.0%

30.0%

35.0%

※１　一般会計などの実質赤字額が標準財政規模に
占める割合

※２　全ての会計の実質赤字額、資金不足額が標準
財政規模に占める割合

※３　公債費や公債費に準じた経費が標準財政規模
に占める割合

※４　地方債残高のほか一般会計などが将来負担す
べき実質的な負担額が標準財政規模に占める
割合

※５　公営企業ごとの資金不足額がそれぞれの事業
規模に占める割合

標準財政規模：地方公共団体が通常水準の行政活動
を行う上で必要な一般財源（使途が
特定されていない収入）の総量

※赤字がない場合や比率が算定されない場合は“－”
と記載し、参考に算定結果を（△）で表示。

※1

※2

※3

※4

(△9.82%)

(△29.99%)

(△63.9％)

会 計 名
水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計

資金不足比率
－

－

経営健全化基準
20.0%

20.0%
(△115.2%)

(△444.0%)

※5

一般会計 水道事業会計 公共下水道事業会計

3

R2 R3 R4 R5 R6
0

5億円
10億円
15億円
20億円
25億円
30億円
35億円
40億円

0.2億円

36.0億円

35.4億円 34.7億円 34.0億円 34.2億円 34.0億円

37.6億円 36.1億円 34.7億円 36.4億円

0.1億円 0.1億円 0.1億円 0.1億円

R2 R3 R4 R5 R6
0

5億円

10億円

15億円

20億円

25億円

30億円

35億円

23.2億円
26.5億円 28億円 30億円 29.9億円

　年度を越えて返済する借入金を“地方債”といい
ます。令和６年度末の残高(元金のみ）は、普通会計
と水道・下水道会計あわせて約70.5億円です。ただ
しこのうち40.1億円（元金のみ）は、今後普通交付
税措置（基準財政需要額に算入）される見込みと
なっています。

地方債
町の借金残高は約70.5億円

　令和６年度決算の概要がまとまりました。普通会計の決算額（国の行う地方財政状況調査による）は、
歳入総額71億8，124万円、歳出総額68億1，381万円で、詳細は円グラフのとおりとなっています。
　（普通会計は、一般会計、育英奨学資金給与特別会計および町営墓地特別会計です。ただし、令和６年
度地方財政状況調査において、他会計で歳入・歳出すべき一部の事業費を他会計決算額へ振り替え、普
通会計で歳入・歳出すべき一部の事業費を普通会計決算額へ振り替えており、また、普通会計内での繰
入・繰出を除いているため、３会計の決算額の合計とは一致しません。）

　令和６年度は、町税が
7.4%（1.1億円）の減少、国
庫支出金が17.3%（1.4億
円）の増加、地方交付税が
10.7%（1.6億円）の増加、寄
附金が11.6%（0.6億円）の
増加となりました。
　また、地方債が138.7%
（3.2億円）増加し、歳入総額
は前年度比15.0%（9.3億
円）の増加となりました。

　法律や条例に基づき設置し積み立てた貯金を“基
金”といい、特定の目的に活用するため積み立てた
特定目的基金を含め、普通会計では14の基金を設
置しています。令和６年度末の残高は約29.9億円
で、令和５年度末よりも約0.1億円減少しました。

　令和６年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率は次のとおりです。『地方公共団体の財政の健全
化に関する法律』に基づき算定した各指標が基準を超えた場合、財政健全化に向けての取組みが義務づけられて
います。
　いずれも基準を下回っており、財政状況は前年度に引き続き健全な数値となっています。

普通会計

会計別決算状況　今年度も全会計が黒字

基金（普通会計）
町の貯金残高は約29.9億円

健全化判断比率・資金不足比率　引き続き財政状況は健全

歳入総額　71億8,124万円

歳出総額　68億1,381万円

令和６年度決算

歳入の特徴

　令和６年度は、物件費が13.6%
（1.3億円）の増加、補助費等が
11.0%（1.1億円）の増加、積立金
が17.8%（0.9億円）の増加、普通
建設事業費が56.4%（2.7億円）増
加し、歳出総額では前年度比
16.2%（9.5億円）の増加となりま
した。
　義務的経費である人件費が
10.2%（0.9億円）の増加、扶助費
が18.5%（2.1億円）増加してお
り、財政の硬直化が懸念されます。

歳出の特徴

自主財源

町税
13億9,111万円
（19.4％）

9億2,731万円
（13.6%）

人件費
9億2,731万円
（13.6%）

13億4,401万円
（19.7%）

扶助費
13億4,401万円
（19.7%）

繰越金
3億8,554万円
（5.4%）
繰入金
5億8,159万円
（8.1%）

繰入金
5億8,159万円
（8.1%）
分担金および負担金
9,474万円（1.3%）
分担金および負担金
9,474万円（1.3%）
諸収入
1億204万円（1.4%）
諸収入
1億204万円（1.4%）
使用料・手数料
2,857万円（0.4%）
使用料・手数料
2,857万円（0.4%）
財産収入・寄附金
6億288万円（8.4%）
財産収入・寄附金
6億288万円（8.4%）

依存財源

地方特例交付金
6,934万円（1.0%）
利子割交付金など
6,217万円（0.8%）

地方交付税
16億6,798万円
（23.2%）

国庫支出金
9億4,791万円
（13.2%）

地方債
5億5,717万円

（7.8%）

県支出金
3億6,688万円

（5.1%）

地方消費税交付金
2億9,324万円（4.1%）

地方譲与税
3,008万円（0.4%）

歳入

繰出金
4億5,152万円（6.6%）

義務的経費
消費的経費

投資的経費

その他経費

物件費
11億1,764万円
（16.4%） 公債費

3億9,842万円
（5.9%）維持補修費

6,169万円（0.9%）

普通建設事業費
7億4,887万円
（11.0%）

補助費等
11億2,580万円

（16.5%）

災害復旧費
1,548万円（0.2%）

積立金
5億7,653万円（8.5%）

投資出資・貸付金
4,654万円（0.7%）

歳出
（性質別）

国 民 健 康 保 険
育 英 奨 学 資 金 給 与
介 護 老 人保 健 施 設
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
町 営 墓 地

会 計 区 分
一 般 会 計

歳　入
71億8,894万円
10億4,654万円

148万円
8,217万円

13億2,049万円
2億1,026万円

587万円

歳　出
68億2,597万円
10億3,203万円

－
6,736万円

12億7,681万円
2億1,022万円

289万円

差　引
3億6,297万円
1,451万円
148万円
1,481万円
4,368万円

4万円
298万円

収 益 的
資 本 的
収 益 的
資 本 的

水 道 事 業

公共下水道事業

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで補てんしました。

特
別
会
計

公 営 企 業 会 計 収　入
2億6,023万円
2,993万円

4億4,122万円
3億3,598万円

支　出
2億4,539万円
1億2,440万円
3億3,257万円
5億7,680万円

差　引
1,484万円
△9,447万円
1億865万円

△2億4,082万円

健全化判断比率
実 質 赤 字比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

里庄町
－

－

8.0%
－

早期健全化基準
15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

財政再生基準
20.0%

30.0%

35.0%

※１　一般会計などの実質赤字額が標準財政規模に
占める割合

※２　全ての会計の実質赤字額、資金不足額が標準
財政規模に占める割合

※３　公債費や公債費に準じた経費が標準財政規模
に占める割合

※４　地方債残高のほか一般会計などが将来負担す
べき実質的な負担額が標準財政規模に占める
割合

※５　公営企業ごとの資金不足額がそれぞれの事業
規模に占める割合

標準財政規模：地方公共団体が通常水準の行政活動
を行う上で必要な一般財源（使途が
特定されていない収入）の総量

※赤字がない場合や比率が算定されない場合は“－”
と記載し、参考に算定結果を（△）で表示。

※1

※2

※3

※4

(△9.82%)

(△29.99%)

(△63.9％)

会 計 名
水 道 事 業 会 計

公共下水道事業会計

資金不足比率
－

－

経営健全化基準
20.0%

20.0%
(△115.2%)

(△444.0%)

※5

一般会計 水道事業会計 公共下水道事業会計
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主要事業の概要
令和６年度

主要事業の概要
令和６年度

令和６年度に町が実施した
主な事業についてお知らせします。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
３
，０
０
０
万
円
）

　
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
日
中
家
庭

に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、放
課
後

や
長
期
休
業
中
に
、安
全・安
心
な
生

活
の
場
と
し
て
、遊
び
を
主
と
し
た
学

童
保
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
康
維
持･

健
康
づ
く
り
事
業

（
７
，６
９
８
万
円
）

　
特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健
診
、が

ん
検
診
、腹
部
超
音
波
検
診
な
ど
の
各

体
育
施
設
等
改
修
事
業

（
３
，０
８
２
万
円
）

　
野
球
場
ト
イ
レ
棟
建
替
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

水
路
等
改
修
事
業

（
１
億
５
，９
３
２
万
円
）

　
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

や
池
田
用
水
路
整
備
の
ほ
か
33
件
の

水
路
等
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

母
子
保
健
事
業（

２
，８
０
８
万
円
）

　
妊
婦
一
般
健
診
や
産
婦
健
診
な
ど

の
各
種
健
診
や
カ
リ
オ
ス
タ
ッ
ト
検

査
、産
後
ケ
ア
事
業
、出
産
支
援
金
事

業
に
加
え
、子
育
て
支
援
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
乳
幼
児
健
診
の
問
診
票
や
健

診
記
録
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施

し
ま
し
た
。

役
場
南
駐
車
場
整
備
事
業

（
６
，０
８
７
万
円
）

１
５
台
）を
整
備
し
ま
し
た
。

　
来
庁
者
な
ど
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
、役
場
南
駐
車
場（
１

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

（
７
，７
０
９
万
円
）

　
子
ど
も
の
医
療
費
を
県
の
補
助
制

度
に
上
乗
せ
し
て
負
担
す
る
こ
と
で
、

18
歳（
満
18
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
）ま
で
の
医
療
費
無
償

化
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
整
備
事
業

（
１
億
４
，８
０
５
万
円
）

　
中
学
校
屋
外
ト
イ
レ
棟
建
替
工
事

や
屋
内
ト
イ
レ
改
修
工
事
、東
小
学
校

駐
車
場
等
整
備
工
事
や
西
小
学
校

プ
ー
ル
改
修
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

幼
稚
園・学
校
生
活
支
援
員

配
置
事
業

（
４
，０
２
０
万
円
）

　
幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
に
生
活

支
援
員
を
計
20
名
配
置
し
、学
習
活
動

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、校
外

活
動
な
ど
の
学
校
行
事
で
の
支
援
も

行
い
ま
し
た
。

里
庄
総
合
文
化
ホ
ー
ル

自
主
事
業

（
２
３
９
万
円
）

　
芸
術・文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、夏

読
書
環
境
改
善
事
業

【
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
事
業
】

（
５
９
０
万
円
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
、学
習
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
の
専
用
コ
ー
ナ
ー

の
新
設
や
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
の
機
器

更
新
に
加
え
、図
書
や
視
聴
覚
資
料
を

購
入
し
ま
し
た
。

幼・小・中
学
校

情
報
教
育
推
進
事
業

（
６
，３
６
８
万
円
）

　
幼
稚
園
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備

工
事
に
加
え
、小
学
校
、中
学
校
の
各

教
室
に
電
子
黒
板
を
導
入
し
ま
し
た
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成・

動
画
制
作
事
業

（
３
８
５
万
円
）

　
町
の
散
策
で
き
る
場
所
、グ
ル
メ
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
動

画
を
制
作
し
ま
し
た
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業

（
９
４
２
万
円
）

　
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
促
進
の
た

め
、タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
助
成
を
行

い
、４
９
１
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
整
備
事
業

（
１
億
７
，０
５
６
万
円
）

　
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業
に

よ
る
狭
田
地
区
の
町
道
新
庄
１
４
９

号
線
の
ほ
か
６
路
線
の
道
路
整
備
に

加
え
、町
道
里
見
７
１
６
号
線
の
整
備

な
ど
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

（
１
億
２
７
３
万
円
）

　
長
引
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価

高
騰
の
影
響
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る

定
額
減
税
の
恩
恵
を
十
分
に
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
を
支

援
す
る
た
め
、定
額
減
税
を
補
足
す
る

額
を
支
給
し
ま
し
た
。

総
合
運
動
公
園
災
害
復
旧
事
業

（
９
，２
１
３
万
円
）

　
総
合
運
動
公
園
の
法
面
復
旧
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
応
援

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

（
１
０
２
万
円
）

　
妊
産
婦
や
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
た
め
、タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
助
成

を
行
い
、86
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

1
元
気
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

（
保
健・医
療・福
祉
） 

2
希
望
を
持
ち
、豊
か
な
心
を

育
む
ま
ち

（
教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
）

公
共
施
設
整
備
基
本
構
想

策
定
事
業

（
３
５
２
万
円
）

　
中
央
公
民
館（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）お
よ
び
福
祉
会
館
の
老
朽
化
に

伴
う
新
施
設
整
備
に
関
す
る
基
本
構

想
を
策
定
し
ま
し
た
。

7
町
民
と
と
も
に
創
る

持
続
可
能
な
ま
ち

（
町
民
参
加・行
財
政
）

岡
山
県
西
部
衛
生
施
設
組
合

焼
却
場・熱
利
用
施
設

建
設
事
業（

２
億
２
，２
４
５
万
円
）

　
一
般
廃
棄
物
焼
却
場
お
よ
び
熱
利

用
施
設
の
新
設
の
た
め
の
費
用
を
負

担
し
ま
し
た
。

里
庄
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定・

駅
関
連
施
設
整
備
検
討
事
業

（
１
，６
６
５
万
円
）

　
里
庄
駅
周
辺
地
区
の
バ
リ
ア
フ

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金
事
業

【
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
分
】

（
２
，５
４
３
万
円
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
令
和
５
年
度
分

の
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に

対
し
、10
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金
事
業

【
子
ど
も
加
算
給
付
分
】

（
６
８
７
万
円
）

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金
事
業

【
低
所
得
世
帯
支
援
枠
分
】

（
２
，８
０
５
万
円
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
令
和
６
年
度
の

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、３
万
円

を
支
給
し
、世
帯
内
に
18
歳
以
下
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
に
は
子
ど
も
１
人

あ
た
り
２
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金
事
業

【
新
た
な
非
課
税
、均
等
割

の
み
課
税
世
帯
分
】

（
２
，０
６
７
万
円
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
令
和
６
年
度
に

新
た
に
住
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
と
な
っ
た
世

帯
に
対
し
、10
万
円
を
支
給
し
、世
帯

内
に
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
に
は
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円

を
支
給
し
ま
し
た
。

4
自
然
と
共
生
す
る

美
し
い
ま
ち（
環
境
保
全
）

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

（
２
億
６
，３
５
４
万
円
）

※

返
礼
事
務
委
託
料
な
ど

  

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
と
し
て
、５

億
７
，９
７
０
万
円
の
寄
附
が
集
ま
り

ま
し
た
。

6
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

元
気
な
ま
ち（
産
業
）

5
人
が
集
い
交
流
す
る
ま
ち

（
都
市
基
盤
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

助
成
事
業

（
４
４
３
万
円
）

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地

区
で
は
、生
活
排
水
を
適
切
に
処
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。汚
水
処
理
を
す

る
た
め
の
合
併
処
理
浄
化
槽（
10
基
）の

設
置
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。 

公
共
下
水
道
整
備
事
業

（
３
億
８
，２
７
２
万
円
）

※

建
設
改
良
費

　
町
民
の
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
を

目
的
と
し
て
、公
共
下
水
道
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
新
庄・里
見
地
区
の

整
備
工
事
を
行
い
、整
備
面
積
は
３
２

６
ｈ
ａ
、普
及
率
約
７
０
．４
％
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、水
洗
化
率
は
７
８
．

１
％
、年
間
汚
水
量
は
54
万
立
方
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。

3
快
適
で
安
心・安
全
な
ま
ち

（
生
活
環
境
）

　
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
実
施

し
た
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

物
価
高
騰
対
応
事
業

種
け
ん
診
や
五
種
混
合
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
各
種
予
防
接
種
、健
康
相

談・健
康
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
令
和
５
年
度
分

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
均
等

割
の
み
課
税
世
帯
に
対
し
、18
歳
以
下

の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
支

給
し
ま
し
た
。

休
み
子
ど
も
劇
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル『
白
雪
姫
』、陸
上
自
衛
隊
第
13

音
楽
隊『
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in

里
庄
』を
開
催
し
ま
し
た
。

リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
お
よ
び
里
庄

駅
関
連
施
設
整
備
計
画
案
の
作
成
を

行
い
ま
し
た
。

5 広報さとしょう 令和7年10月号

主要事業の概要
令和６年度

主要事業の概要
令和６年度

令和６年度に町が実施した
主な事業についてお知らせします。

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

（
３
，０
０
０
万
円
）

　
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で
日
中
家
庭

に
い
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、放
課
後

や
長
期
休
業
中
に
、安
全・安
心
な
生

活
の
場
と
し
て
、遊
び
を
主
と
し
た
学

童
保
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

健
康
維
持･

健
康
づ
く
り
事
業

（
７
，６
９
８
万
円
）

　
特
定
健
診
や
後
期
高
齢
者
健
診
、が

ん
検
診
、腹
部
超
音
波
検
診
な
ど
の
各

体
育
施
設
等
改
修
事
業

（
３
，０
８
２
万
円
）

　
野
球
場
ト
イ
レ
棟
建
替
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

水
路
等
改
修
事
業

（
１
億
５
，９
３
２
万
円
）

　
た
め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

や
池
田
用
水
路
整
備
の
ほ
か
33
件
の

水
路
等
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

母
子
保
健
事
業（

２
，８
０
８
万
円
）

　
妊
婦
一
般
健
診
や
産
婦
健
診
な
ど

の
各
種
健
診
や
カ
リ
オ
ス
タ
ッ
ト
検

査
、産
後
ケ
ア
事
業
、出
産
支
援
金
事

業
に
加
え
、子
育
て
支
援
ア
プ
リ
を
活

用
し
た
乳
幼
児
健
診
の
問
診
票
や
健

診
記
録
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施

し
ま
し
た
。

役
場
南
駐
車
場
整
備
事
業

（
６
，０
８
７
万
円
）

１
５
台
）を
整
備
し
ま
し
た
。

　
来
庁
者
な
ど
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
、役
場
南
駐
車
場（
１

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業

（
７
，７
０
９
万
円
）

　
子
ど
も
の
医
療
費
を
県
の
補
助
制

度
に
上
乗
せ
し
て
負
担
す
る
こ
と
で
、

18
歳（
満
18
歳
に
達
し
た
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
）ま
で
の
医
療
費
無
償

化
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
整
備
事
業

（
１
億
４
，８
０
５
万
円
）

　
中
学
校
屋
外
ト
イ
レ
棟
建
替
工
事

や
屋
内
ト
イ
レ
改
修
工
事
、東
小
学
校

駐
車
場
等
整
備
工
事
や
西
小
学
校

プ
ー
ル
改
修
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

幼
稚
園・学
校
生
活
支
援
員

配
置
事
業

（
４
，０
２
０
万
円
）

　
幼
稚
園
、小
学
校
、中
学
校
に
生
活

支
援
員
を
計
20
名
配
置
し
、学
習
活
動

の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、校
外

活
動
な
ど
の
学
校
行
事
で
の
支
援
も

行
い
ま
し
た
。

里
庄
総
合
文
化
ホ
ー
ル

自
主
事
業

（
２
３
９
万
円
）

　
芸
術・文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、夏

読
書
環
境
改
善
事
業

【
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用
事
業
】

（
５
９
０
万
円
）

　
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
て
、学
習
環
境
の

充
実
を
図
る
た
め
の
専
用
コ
ー
ナ
ー

の
新
設
や
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
の
機
器

更
新
に
加
え
、図
書
や
視
聴
覚
資
料
を

購
入
し
ま
し
た
。

幼・小・中
学
校

情
報
教
育
推
進
事
業

（
６
，３
６
８
万
円
）

　
幼
稚
園
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備

工
事
に
加
え
、小
学
校
、中
学
校
の
各

教
室
に
電
子
黒
板
を
導
入
し
ま
し
た
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成・

動
画
制
作
事
業

（
３
８
５
万
円
）

　
町
の
散
策
で
き
る
場
所
、グ
ル
メ
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
を
盛
り
込
ん
だ

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び
Ｐ
Ｒ
動

画
を
制
作
し
ま
し
た
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
事
業

（
９
４
２
万
円
）

　
高
齢
者
の
外
出
機
会
の
促
進
の
た

め
、タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
助
成
を
行

い
、４
９
１
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

道
路
整
備
事
業

（
１
億
７
，０
５
６
万
円
）

　
狭
あ
い
道
路
整
備
等
促
進
事
業
に

よ
る
狭
田
地
区
の
町
道
新
庄
１
４
９

号
線
の
ほ
か
６
路
線
の
道
路
整
備
に

加
え
、町
道
里
見
７
１
６
号
線
の
整
備

な
ど
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
向

上
を
図
り
ま
し
た
。

定
額
減
税
補
足
給
付
金
事
業

（
１
億
２
７
３
万
円
）

　
長
引
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価

高
騰
の
影
響
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る

定
額
減
税
の
恩
恵
を
十
分
に
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
を
支

援
す
る
た
め
、定
額
減
税
を
補
足
す
る

額
を
支
給
し
ま
し
た
。

総
合
運
動
公
園
災
害
復
旧
事
業

（
９
，２
１
３
万
円
）

　
総
合
運
動
公
園
の
法
面
復
旧
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
応
援

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業

（
１
０
２
万
円
）

　
妊
産
婦
や
子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
た
め
、タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
助
成

を
行
い
、86
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

1
元
気
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち

（
保
健・医
療・福
祉
） 

2
希
望
を
持
ち
、豊
か
な
心
を

育
む
ま
ち

（
教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
）

公
共
施
設
整
備
基
本
構
想

策
定
事
業

（
３
５
２
万
円
）

　
中
央
公
民
館（
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
）お
よ
び
福
祉
会
館
の
老
朽
化
に

伴
う
新
施
設
整
備
に
関
す
る
基
本
構

想
を
策
定
し
ま
し
た
。

7
町
民
と
と
も
に
創
る

持
続
可
能
な
ま
ち

（
町
民
参
加・行
財
政
）

岡
山
県
西
部
衛
生
施
設
組
合

焼
却
場・熱
利
用
施
設

建
設
事
業（

２
億
２
，２
４
５
万
円
）

　
一
般
廃
棄
物
焼
却
場
お
よ
び
熱
利

用
施
設
の
新
設
の
た
め
の
費
用
を
負

担
し
ま
し
た
。

里
庄
駅
周
辺
地
区
バ
リ
ア

フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定・

駅
関
連
施
設
整
備
検
討
事
業

（
１
，６
６
５
万
円
）

　
里
庄
駅
周
辺
地
区
の
バ
リ
ア
フ

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金
事
業

【
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
分
】

（
２
，５
４
３
万
円
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
令
和
５
年
度
分

の
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に

対
し
、10
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金
事
業

【
子
ど
も
加
算
給
付
分
】

（
６
８
７
万
円
）

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金
事
業

【
低
所
得
世
帯
支
援
枠
分
】

（
２
，８
０
５
万
円
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
令
和
６
年
度
の

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、３
万
円

を
支
給
し
、世
帯
内
に
18
歳
以
下
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
に
は
子
ど
も
１
人

あ
た
り
２
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

臨
時
給
付
金
事
業

【
新
た
な
非
課
税
、均
等
割

の
み
課
税
世
帯
分
】

（
２
，０
６
７
万
円
）

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
令
和
６
年
度
に

新
た
に
住
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
と
な
っ
た
世

帯
に
対
し
、10
万
円
を
支
給
し
、世
帯

内
に
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
に
は
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円

を
支
給
し
ま
し
た
。

4
自
然
と
共
生
す
る

美
し
い
ま
ち（
環
境
保
全
）

ふ
る
さ
と
納
税
事
業

（
２
億
６
，３
５
４
万
円
）

※

返
礼
事
務
委
託
料
な
ど

  

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
と
し
て
、５

億
７
，９
７
０
万
円
の
寄
附
が
集
ま
り

ま
し
た
。

6
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る

元
気
な
ま
ち（
産
業
）

5
人
が
集
い
交
流
す
る
ま
ち

（
都
市
基
盤
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

助
成
事
業

（
４
４
３
万
円
）

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地

区
で
は
、生
活
排
水
を
適
切
に
処
理
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。汚
水
処
理
を
す

る
た
め
の
合
併
処
理
浄
化
槽（
10
基
）の

設
置
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
し
た
。 

公
共
下
水
道
整
備
事
業

（
３
億
８
，２
７
２
万
円
）

※

建
設
改
良
費

　
町
民
の
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
を

目
的
と
し
て
、公
共
下
水
道
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
新
庄・里
見
地
区
の

整
備
工
事
を
行
い
、整
備
面
積
は
３
２

６
ｈ
ａ
、普
及
率
約
７
０
．４
％
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、水
洗
化
率
は
７
８
．

１
％
、年
間
汚
水
量
は
54
万
立
方
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
し
た
。

3
快
適
で
安
心・安
全
な
ま
ち

（
生
活
環
境
）

　
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
実
施

し
た
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

物
価
高
騰
対
応
事
業

種
け
ん
診
や
五
種
混
合
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
各
種
予
防
接
種
、健
康
相

談・健
康
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
い
る
令
和
５
年
度
分

の
住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
均
等

割
の
み
課
税
世
帯
に
対
し
、18
歳
以
下

の
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
支

給
し
ま
し
た
。

休
み
子
ど
も
劇
場
フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル『
白
雪
姫
』、陸
上
自
衛
隊
第
13

音
楽
隊『
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
in

里
庄
』を
開
催
し
ま
し
た
。

リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
お
よ
び
里
庄

駅
関
連
施
設
整
備
計
画
案
の
作
成
を

行
い
ま
し
た
。
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